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99-1．各種施工工事 現場状況確認・報告用写真撮影において

現在の業務【FACT】

現在の業務

CheXの活用

抱えている
課題

効果

・デジカメで撮影して、事務所で PC に取り込み報告書作成
・広範囲の場合、複数枚数を撮影

抱えている課題【PAIN】

・報告作成に工数がかかっている
・写真の取り漏れがある
・空間全体の情報把握が難しい
・高所や体が入りにくいところの撮影が大変である

CheX の活用提案【SOLUTION】

・CheX に報告書フォーマットを入れて、撮影しながら現場で報告書作成を行う
・360°で撮影し空間全体の状況データを保有する
・360°で撮影したデータから必要なところを切り出して写真データとして利用する
・高所や狭い隙間などはスティック（延長棒）を活用して撮影を安全・簡単に行う

効果１︓作業効率【BENEFIT】

・撮影時間短縮／報告資料作成時間短縮／情報連携時間短縮
・作業者への負担軽減

効果２︓コスト削減【BENEFIT】

・効率化による作業時間・残業時間短縮によって人件費削減

効果３︓管理情報の品質向上【BENEFIT】

・撮影情報量の大幅増加
・空間の連続データとしての有効利用幅の向上
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99-2．CheX の RICOH THETA 連携機能のご紹介

THETA での撮影方法 撮影がもっと楽に

01. カメラ・ピン機能で開始 02.THETA と接続 03. 撮 影

撮影データの利用方法

360°プレビュー 初期表示位置設定画像切り出し・メモ上書き

360°写真であれば、現場全体が確認でき、
スムーズな意思疎通が可能です。

配管や床下など、人の目が届きにくい箇所も、
簡単に撮影できます。

高所での確認作業も 360°撮影なら、足場を組む
コストや、撮影時の転落リスクを低減できます。

パン・ピンチイン・ピンチアウト操作
で視点移動が出来ます。
PC クライアントもプレビュー可能で
す。

アイコンを選択すると現在表示されて
いる視点位置を初期表示位置に設定で
きます。共有時に見てほしい視点に設
定が可能となります。

表示位置の画像を切り出しができます。
1 枚の 360°写真で視点を変え、様々な
視点での画像を作成することができま
す。切り出した写真に手書きメモ・電
子黒板を追加することが出来ます。
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99-3．対応機種・注意事項・キャンペーン・おすすめ

・RICOH THETA Z1
・RICOH THETA　V
・RICOH THETA　SC2
・RICOH THETA　SC2　for　Business

対応機種（推奨） おすすめ（本体・ケース・架台）

・動作環境バージョン︓CheX　iPad︓2.31.0　PC︓3.17.0 以降　　
・動作環境バージョン︓RICOH THETA ファームウェア　2.50.1 以降　　推奨 3.30.1 以降
・RICOH THETA　SC は対応機種です。ファームウェア 1.20 以降
・RICOH THETA はオープン価格設定となっております。よって、RICOH 関連各社・代理店各社でも
　販売しており価格や条件は異なります。弊社は RICOH Japan の販売代理店となります。
・弊社では保守サービスやセット販売は行っておりません。

RICOH THETA　Z RICOH THETA　SC2

スタンダードモデル
●撮影するシーンに合わせたプリセット搭載
●セルフタイマーボタンを搭載
●４K（3840×1920、29.97fps）動画撮影
●有機 EL（OLED）パネル搭載
●選べる４色のネイルカラー

アドバンスドモデル
●4K（3840×1920、29.97fps）動画撮影
●プラグインに対応
●撮影ファイル転送速度が高速
●4K（3840×1920、29.97fps）
　ライブストリーミング対応

レンズキャップ ハードケース

スタンド スティック

注意事項

・期間︓2020 年 9 月 30 日注文受付まで
・通常価格よりディスカウント
・購入機種により　レンズキャップまたは三脚スタンドをプレゼント

期間限定キャンペーン
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